
マルチコンテンツによる「ニュースの言葉」 

自動生成システムの研究 
 

小林透†1  柴田和樹†2  中山僚†3 

 

 

もっともポピュラーなニュース媒体である新聞には，その日の出来事に関する専門用語を解説する「ニュースの言葉」

というコラムがある．このコラムは，普段聞きなれない専門用語を理解する上で有益である．しかしながら，取り上
げられる専門用語は，それぞれの新聞社が独自に選択したものであり，かならずしも読者が知りたい専門用語が取り
上げられるとは限らない．また，解説内容もそれぞれの新聞社が独自に編集しており，内容に偏りが生じる場合があ

る．そのため，さまざまな背景知識を持つ読者すべてにとって必ずしも理解しやすいとは言えない．そこで，本研究
では，その日のニュースから複数の専門用語を自動抽出する．そして，その専門用語を理解する上で有用な一般概要
情報，ソーシャルビデオ情報，ツィート情報，関連プロダクト情報と言った多面的な関連情報を自動収集する．さら

に，収集された情報をマルチスクリーン環境にマルチモーダルユーザインターフェースにより表示する．これにより，
読者自らがマルチコンテンツな「ニュースの言葉」を自動生成し，それをマルチスクリーン環境にアクセスビリティ
の高いマルチモーダルユーザインターフェースで表示するシステムを実現する．  

 

 

1. はじめに   

もっともポピュラーなニュース媒体である紙ベースの

新聞には，その日の出来事に関する専門用語を解説する「ニ

ュースの言葉」というコラムがある．このコラムは，普段

聞きなれない専門用語を理解する上で有益である．しかし

ながら，取り上げられる専門用語は，それぞれの新聞社が

独自に選択したものであり取り上げられる専門用語の数も

限られることから，かならずしも読者が知りたい専門用語

が取り上げられるとは限らない．また，解説内容もそれぞ

れの新聞社が独自に編集しており，新聞社によって内容に

偏りが生じる場合がある．そのため，さまざまな背景知識

を持つ読者すべてにとって必ずしも理解しやすいとは言え

ない． 

一方，インターネットの普及に伴いマルチメディアに対

応した電子新聞やインターネットを利用した情報サービス，

外部事業者へコンテンツ提供を行う新聞事業者が増えてき

ている 1)．そのため，スマートフォンを代表とする高機能

端末の普及と相まって，特に若い世代ほど紙ベースの新聞

を読まずにインターネットのニュースサイトを活用する傾

向が高い 2)．また，新聞事業者が関わるそのようなサービ

スだけでなく，Wikipedia や YouTube，Twitter に代表される

ソーシャル系サービスを活用した情報取得も一般的になっ

てきている． 

そこで，本研究では，ネット上で配信されているその日

のニュースから複数の専門用語を自動抽出する．そして，

その専門用語を理解する上で有用な一般概要情報，ソーシ

ャルビデオ情報，ツィート情報，関連プロダクト情報と言
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った多面的な関連情報（マルチコンテンツ）を自動収集す

る．さらに，収集されたマルチコンテンツをマルチスクリ

ーン環境 3)に，マルチモーダルユーザインターフェース 4)

により表示する．システム化に当たっては，SOA（Service 

Oriented Architecture）のコンセプトに従い最新の Web技術，

Webサービスの活用が可能な拡張性と柔軟性を持つシステ

ムアーキテクチャとする． 

これにより，読者自らがマルチコンテンツな「ニュース

の言葉」を自動生成する．そして，読者自らがそれをマル

チスクリーン環境上にマルチモーダルユーザインターフェ

ースを介して表示するシステムを実現する．これは，異な

る知識やアクセスビリティを持つ読者に対して，ニュース

という新規性の高い情報に含まれる未知の専門用語に対す

る理解性を高めることにつながる． 

以下，2 章で関連研究を説明し，3 章で「ニュースの言

葉」自動生成システムに求められている要求条件を定義し、

それらの要求条件を具現化するシステム構成方法を説明す

る．4 章で開発したプロトタイプシステムを説明し，5 章で

プロトタイプシステムを用いた評価実験結果を示す．6 章

でその考察を述べ 7 章でまとめる． 

2. 関連研究 

 電子新聞やネット上のニュースに関する研究としては，

情報フィルタリング 5)に関する研究がこれまで多くなされ

ている．これは，読者の興味や嗜好に合わせて情報を篩に

かけ，読者が必要とするニュース記事のみを提供したり 6)，

読者に提示する順番を変えたりする 7)というものである．

その他の関連研究としては，ネット上のニュース記事のダ

イジェストを自動的に生成することで，情報全体の俯瞰や

エッセンスの把握に活用しようという研究 8)がある．しか

し，これらの研究は，ニュース記事全体を対象にフィルタ

リングしたり，ニュースのサマリを作成したりするもので

あり，ニュース記事の中から専門用語を抽出して，その関
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図 1 処理フロー 

Fig. 1 Process Flow 

 

連情報を収集する本研究とは目的が異なる． 

 一方，専門用語の説明箇所をネット上から収集し，辞典

や用語集の自動生成につなげようという研究がある 9)10)．

これらの研究は，HTML 構文解析やテキスト解析によりネ

ット上から対象とする専門用語の説明と思われる箇所を特

定し，それらを収集・整理するというものである．専門用

語の理解を助けるという点では，本研究と同じであるが，

本研究は，ニュース記事に含まれる専門用語を対象として

いること，収集対象の情報はテキスト情報だけではなく，

映像情報を含むマルチコンテンツであることが異なる． 

3. 「ニュースの言葉」自動生成システム 

3.1 要求条件の整理 

 提案システムは，既存の紙ベースの新聞での「ニュース

の言葉」と同等の手軽さで利用ができ，それに加えて新聞

の場合のデメリットを解決し，かつ最新の Web 技術を活用

したユーザフレンドリな操作性が求められる．これらの読

者の使い勝手に関わる具体的な要件は，以下の通りである． 

要件 1：受動的な情報取得が可能なこと 

要件 2：多面的な関連情報の取得が可能なこと 

要件 3：アクセシビリティの高いユーザインターフェース

の利用が可能なこと 

 また，近年 Web 技術や Web サービス技術の発展は目覚

ましく，すべてを自ら構築するのではなく，外部の優れた

技術やサービスを取り込んでいくことが時間とともにシス

テムを陳腐化させないことにつながる．そこで，システム

構築に関する要件として，以下を取り上げる． 

要件 4：拡張性や柔軟性の高いシステムとすること 

3.2 処理フロー 

提案システムの具体的な処理の流れ（図 1）は以下の通

りである． 図 1 の中で，□は，システムが実行する処理，

◇は読者が行う処理を表す． 

①Web ニュースサイトからニュース一覧を取得し，読者に

提示 

 一般的な Web ニュースサイトでは，最新ニュース，経済，

エンターテイメント，スポーツなどニュースのジャンル毎

にタブを切り替えることで，ジャンル毎のニュースタイト

ルを表示する形態が多い．本システムでも，これに準拠し，

読者がタブを切り替えることで，ジャンル毎のニュースタ

イトルの一覧が表示される形態とした．読者は，提示され

たニュース一覧の中から気になるニュースタイトルを一つ

選択する．これにより，次の処理が開始される． 

②Webニュースサイトから選択されたニュースの本文のみ

を抽出し，読者に提示 

 一般的な Web ニュースサイトでは，ニュース本文の他に，

広告や関連ページへのリンク情報などが同一ページに掲載

されるケースが多い．そのため，対象となるページの掲載

情報を解析することでニュース本文のみを抽出し，読者に

提示する． 

③ニュース本文から複数の専門用語を抽出し，読者に提示 

 抽出されたニュース本文の中で，読者がさらに知りたい

と思われる専門用語を複数抽出し，それらを読者に提示す

る．これらの抽出された専門用語が「ニュースの言葉」の

候補となる．読者は，提示された専門用語の中から気にな

る専門用語を一つ選択する．これにより，次の処理が開始

される．専門用語を選択せず，別のニュースタイトルを選

択することも可能である． 

④読者が選択した専門用語から多面的な関連情報（マルチ

コンテンツ）を収集 

 選択された専門用語に関する一般概要情報，ソーシャル

ビデオ情報，ツィート情報，関連プロダクト情報を多面的

な関連情報としてネット上から収集する．読者は，収集さ

れた情報のマルチスクリーン環境での表示方法を指示する．

これにより，次の処理が開始される．表示指示を行わず，

別の専門用語を選択したり，別のニュースタイトルを選択

したりすることも可能である． 

⑤収集したマルチコンテンツをマルチスクリーン環境に表

示 

 読者の指示に従い収集したマルチコンテンツをマルチス

クリーン環境に分散表示する．その後，本システムを終了

させない限り新たなニュースタイトルの選択や専門用語の
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図 2 システムアーキテクチャ 

Fig. 2 System Architecture 

 

 

図 3 システム構成 

Fig. 3 System Configuration 

選択を繰り返すことが可能である． 

 図 1 に示した通り，読者が行うのは，提示された情報の

選択と表示の指示のみである．これにより，読者が指定し

た専門用語の多面的な関連情報が表示される．しかも，こ

れらの操作は，タブレット端末上でのドラッグ＆ドロップ，

タブレット端末のモーション操作，音声操作などのマルチ

モーダルなユーザインターフェースにより可能である．本

処理フローにより要件 1～3 までの実現が可能となる． 

3.3 システムアーキテクチャ 

本システムは，制御サーバ(Control Server)，読者端末

(Reader Device)からなっている（図 2）．制御サーバは，3.2

節で示した処理フローを読者からの指示に基づき行う．読

者端末は，主に読者が操作する操作端末(Operation Device)

とソーシャルビデオ情報等を表示する情報表示端末

(Display Device)からなっている．本システムアーキテクチ

ャの特徴は，SOA の考え方に則り２つのマッシュアップを

実現していることである．一つ目のマッシュアップ対象は，

外部の複数の Web サービスである．これは，Open API を

利用して多面的な関連情報を収集するために行っている．

具体的な外部の Webサービスは，Yahoo，DBpedia，YouTube，

Twitter，Amazon である．二つ目のマッシュアップ対象は，

複数の読者端末である．これは，HTTP をベースにしてい

る．これにより，読者端末は Web ブラウザの搭載のみを前

提とすれば良く，読者の身の回りにある様々な端末を利用

した操作，情報表示を可能としている． 

以上のように制御サーバを Web サービスと読者端末の

間の Hub 的な装置として位置付け，かつ両者間のインター

フェースを規定することで役割分担が明確なアーキテクチ

ャとなる．これにより，今後新しい外部サービスを追加し

たり，既に利用している外部サービスが変更されたりした

際に，制御サーバが担う外部サービスとのインターフェー

ス部分の修正のみで対応可能となる．これは，拡張性や柔

軟性の高いシステムという要件 4 を満足することにつなが

る． 

3.4 システム構成 

 図 3 に提案システムのシステム構成を示す．制御サーバ

には，Server AP と操作端末用，情報表示端末用の HTML

リソース(Operation AP, Display AP)を配置した．操作端末，

及び情報表示端末は，最初に制御サーバにアクセスするこ

とで，必要なリソースを取得し起動する．また，それぞれ

の AP には，WebSocket11)が実装されており，Server AP－

Operation AP 間，Server AP－Display AP 間の通信は，

WebSocket を介して行われる．これにより，3 つの AP を連

動して稼働させることができる．以下，Server AP，Operation 

AP，Display AP の詳細を説明する． 

●Server AP 

 Server APに実装した個々の機能を 3.2節で示した処理フ

ローに従って説明する． 

①Get News：Web ニュースサイトからニュース一覧を取得

し，読者に提示 

 Yahoo!デベロッパーネットワークが公開するニュース

Web API 12)を利用して，ニュースタイトル，記事 URL 等の

情報を XMLで取得する．取得した情報は，WebSocket によ

り Operation AP に送信され，ジャンル毎にタブに整理して

読者に提示される． 

②Get Article：Web ニュースサイトから選択されたニュース

の本文のみを抽出し，読者に提示 

 あるページのニュース記事本文だけを抽出するためには，

パーサー機能として，一般的に以下のようなアルゴリズム

の実装が必要である． 

・HTML の中のタグや属性情報を利用して記事本文の要素

を推測 

・推測した要素内にある広告など，不要な情報を削除 
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表 1 プロトタイプ仕様 

Table1 Prototype System Specification 

 

・各種タグ情報を削除し，プレーンテキスト化 

 これらの機能の高度化が本研究の目的ではないため，フ

リー・ソフトウェアを活用することとした．具体的には，

読者が選択したニュースタイトルの記事本文を示す URL

から記事本文を含むページを特定し，このページから

Boilerpipe 13)を利用してニュース本文のみを抽出すること

とした．Boilerpipe は，単語が出現する特徴から確率モデル

により記事本文かどうかを判定する方式 14)を取っており，

Web API や Java ライブラリが提供されている．また，対象

とするページの属性を指定することで，より高精度に本文

を抽出することが可能で，属性として“ニュース記事”が

指定できる．以上より，要件 4 に適合し，かつニュース記

事に特化した抽出機能を持つ Boilerpipe を利用することと

した．実装に当たっては，Web API は動作が不安定であっ

たため，Java ライブラリを活用した Java プログラムにより

パーサー機能を実装した． 

③Get Words：ニュース本文から複数の専門用語を抽出し，

読者に提示 

 読者によって知りたいと思う専門用語は異なるので，本

来ならその読者の意向を類推して，ピンポイントで専門用

語を抽出して提示することが望ましい．しかし，そのため

には，読者毎のプロファイルを収集し高度な分析を行う必

要がありコストがかかる．また，仮にこれを行ったとして

も，必ずしも高精度な類推を継続的に実現できる保証はな

い．そこで，本研究では，読者毎に適応させた専門用語の

抽出は行わず，Yahoo!デベロッパーネットワークが公開す

るキーフレーズ抽出 API15)によりすべての読者に同じ専門

用語を提示する方式を採用した．この場合，抽出する専門

用語の数が少ないと読者が知りたいと思う専門用語と合致

しないケースが生じる．そこで，操作端末として想定して

いるタブレット PC の画面の大きさを考慮し，9 つの専門用

語を抽出することとした．今後，さらに高度なキーフレー

ズ抽出機能が利用可能となった場合は，API 部分を改修す

るだけで適応が可能であり，これは要件 4 に適合する． 

④Get Web Info.：読者が選択した専門用語から多面的な関

連情報（マルチコンテンツ）を収集 

読者が選択した専門用語を検索キーとして DBpedia, 

YouTube, Twitter, Amazonから公開されている APIを利用し

て関連情報を収集する．Get Web Info.に実装しているのは，

API のみなので，仮にこれらの外部サービスが高機能化さ

れてAPIが変更されても API部分の改修だけで済む．また，

新たな外部サービスを利用するには，その外部サービスの

API を追加するだけで良い．これは要件 4 に適合する． 

⑤Info. Distribution：収集したマルチコンテンツをマルチス

クリーン環境に表示 

該当するYahoo!ニュースの掲載ページやYouTubeからの

ソーシャルビデオ情報を複数の情報表示端末に表示する．

YouTube からのソーシャルビデオ情報は最大 4 つの異なる

コンテンツを情報表示端末に表示可能である．  

●Operation AP 

 ブラウザ上でのマルチモーダルユーザインターフェース

(Multi-Modal UI)を実装している．具体的には，ドラッグ＆

ドロップ，モーション，音声の各操作をブラウザ上で動作

可能とした． 

・ドラッグ＆ドロップ操作 

マウスクリックとタブレット PC のタッチ操作に対応し

た処理をそれぞれイベントリスナに登録した．これにより，

PC だけでなく，タブレット PC 上でのドラッグ＆ドロップ

を可能とした． 

・モーション操作 

HTML5 における加速度センサ API である Device 

Orientation Event Specification16)を利用した．具体的には，

X,Y,Z の 3 軸にかかる重力加速度を検出し，タブレット PC

の傾け具合による操作を可能とした． 

・音声操作 

HTML5 における音声認識 API である Web Speech API 

Specification17)を利用した．あらかじめ決められたコマンド

の音声操作だけでなく，ニュースタイトルの一部や専門用

語の一部を読み上げるだけで，関連する情報をマルチスク

リーン環境に表示できるようにした．これらのマルチモー

ダル UI 機能は，すべて JavaScript で実装した． 

●Display AP 

 WebSocket を介した制御サーバからの指示により，

Yahoo!ニュースの掲載ページや YouTubeからのソーシャル

ビデオ情報をブラウザ上に表示する機能(Info. Display)とバ

ッテリ情報通知機能(Battery Info.)を JavaScript で実装した．

情報表示端末は，スマートフォン等バッテリで駆動してい

るデバイスが少なくない．そこで，バッテリ残量を Battery 

Status API18)を利用して取得し，WebSocket により定期的に

Operation AP に通知する機能を設けた． 

4. プロトタイプシステム 

提案システムを，表 1 で示した仕様の制御サーバ，操作

端末，情報表示端末を用いてプロトタイプ実装した．図 4

にタブレット PC を想定した操作端末の UI 例を示す．本

UI は，上下方向に画面スクロールをすることで，(a)→(b)

→(c)と画面が遷移する． 
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(a)                  (b)                 (c) 

図 4 操作端末 UI 例 

Fig. 4 Operation Device User Interface Image 

 

図 5 マルチスクリーン環境利用例 

Fig. 5 Multi-screen Environment Usage Image 

(a)：上部に「ニュース一覧」が表示され，それぞれ，Topics，

Economy 等のタブを選択することで，ニュースのジャンル

を切り替えることができる．ここで，一つのニュースタイ

トルを選択するとそのニュースの記事本文のみが「ニュー

ス記事」として表示される（図 4 の例では，QR コード関

係のニュースタイトルを選択している）．そして，その下に

は，「ニュース記事」に含まれる「ニュースの言葉」が 9

個表示される．  

(b)：「ニュースの言葉」を一つ選択するとその概要情報

がテキスト情報として表示される（図 4 の例では“QR コ

ード”を選択している）．その下には，関連する YouTube

映像のサムネイルが表示され，最下部の“TVPC1~4”は，

利用可能な情報表示端末を表している．YouTube 映像をこ

れらの情報表示端末に表示するためには，映像のサムネイ

ルを“TVPC1~4”へそれぞれドラック＆ドロップするか，

タブレット PC を傾けるか，音声により行う． 

(c)：選択した「ニュースの言葉」に関するツィート情報，

関連書籍の情報が表示される．書籍に関しては，サムネイ

ル画像を選択することで該当書籍の購入ページに遷移する

ことができる． 

音声操作に関しては，「ニュース一覧」のタブの切り替

えや画面スクロール，オリジナル記事ページへの遷移等の

操作系コマンドはもちろん，ニュースタイトルの選択や「ニ

ュースの言葉」の選択においてもその一部を読み上げるだ

けで可能とした． 

図 5 にマルチスクリーン環境での利用例を示す．右下の

タブレット PC を操作することで，マルチスクリーン環境

にオリジナルのニュース記事を表示させたり，YouTube 映

像を表示させたりすることができる．図 5 に示したように，

タブレット PC に提示された「ニュースの言葉」をタップ

したり，一部を読み上げたりすることで，一瞬で関連情報

が切り替わることが確認できた．これによりユーザが気に

なる「ニュースの言葉」を次々指定することで，関連情報

を次々切り替えることができた． 

5. 評価実験 

 本研究では，3.2 節で示した①～⑤までの処理フローに

基づきプロトタイプを開発した．このうち，①はニュース

タイトルの一般的な提示形態のため，評価対象から外し，

②～⑤までと，処理フロー全体に係るマルチモーダルイン

ターフェースによる操作を評価対象とした．具体的には，

以下の処理である． 
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図 6 アンケート結果 

Fig. 6 Questionnaire Results 

A．ニュースサイトからニュース本文のみを抽出 

B．ニュース本文から専門用語を抽出 

C．マルチコンテンツを収集 

D．マルチスクリーン環境に表示 

E．マルチモーダルインターフェースによる操作 

 これらの処理は，以下に示す本研究のゴールを達成する

ために必要なものである． 

F．異なる知識やアクセスビリティを持つ読者に対して，

ニュースという新規性の高い情報に含まれる未知の専門用

語に対する理解性の向上 

 そこで，A～E の処理，および F のゴールの達成度を評

価するための評価実験を行った． 

5.1 実験方法 

2014 年 4 月 15 日，16 日に配信された Yahoo!ニュースか

ら無作為に 29 件の記事を選択し，それらの記事を対象に以

下の方法により実験を行った． 

A．ニュースサイトからニュース本文のみを抽出 

 提案システムによる抽出されたニュース本文と実際の

Yahoo!ニュースページの記事を目視で比較し正確さを評価

する． 

B．ニュース本文から専門用語を抽出 

 20 代～30 代の学生を中心とした男女 11 人（内女性 3 人）

を被験者として，ニュース記事を読んでもらい，その記事

の中でさらに知りたいと思う専門用語を 1 個から最高 9 個

までマークしてもらう．その後，提案システムが抽出した

専門用語と比較することで，再現率や適合率を評価する．

また，以下のアンケートにより，主観的な評価を行った．

「B-1：あなたが選択したニュース記事に関してシステムが

提示した「ニュースの言葉」は、期待通りでしたか？」 

その後，プロトタイプシステムによる一連の処理の流れを

体験してもらった後，C，D，E，F に関して以下のアンケ

ートにより評価した．  

「C-1：あなたが選択した「ニュースの言葉」に関するマル

チコンテンツ（DBpedia、YouTube、Twitter、Amazon）の中

で、最も有益だと思ったコンテンツはどれですか？」 

「C-2：あなたが選択した「ニュースの言葉」に関して複数

のコンテンツを提示されることで、より理解は深まりまし

たか？」 

「D-1：あなたが選択した「ニュースの言葉」に関する情

報が複数のスクリーンに表示されたことにより、より理解

が深まりましたか？」 

「E-1：本システムのマルチモーダルインターフェースは、

アクセスビリティ向上に役に立つと思いますか？」 

「F-1：本システムは、異なる知識やアクセスビリティ能力

を持つユーザにとって有効なシステムだと思いますか？」 

 C-1 以外のアンケートは，“とても良い”，“まぁまぁ良い”，

“どちらとも言えない”，“あまり良くない”，“良くない”

の 5 段階で評価してもらった． 

5.2 実験結果 

 B-1 から F-1 までのアンケート結果を図 6 に示す． 

A．ニュースサイトからニュース本文のみを抽出 

 29 件のニュースの内，過不足無く完全に抽出できた件数

は，22 件で，完全抽出率は 76％であった．完全に抽出でき

なかったニュースについては，すべてがニュース記事の一

部欠落で，文字数ベースの欠落率の平均は約 18％であった．

また，ニュース記事本文以外の広告等の不要な情報が混入
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するケースは，一件も無かった． 

B．ニュース本文から専門用語を抽出 

 読者がマークした専門用語とシステムが抽出した専門用

語の再現率と適合率の平均は，それぞれ，60.5％，23.9％

であった．本システムの場合，読者が知りたいと思う専門

用語がシステムから提示されたものに含まれていることが

重要であるため，適合率よりも再現率が重要となる．この

結果から，読者が知りたいと思った専門用語の約 6 割をシ

ステムが抽出できたことが分かった．また，アンケート結

果からは，再現率が 6 割程度の本結果に対しては，64％の

被験者が“まぁまぁ期待通りだった”という評価を示して

いる． 

C．マルチコンテンツを収集 

 有益なコンテンツとしては，テキスト情報（DBpedia）

よりも映像情報（YouTube）の方が高い評価を得た．また，

マルチコンテンツにより理解が深まったかの質問に対して

は，72％の被験者が“とても深まった”“まぁまぁ深まった”

と評価している． 

D．マルチスクリーン環境に表示 

 マルチスクリーンにより理解が深まったか？の質問に対

しては，被験者の 72％が“とても深まった”“まぁまぁ深

まった”と評価している． 

E．マルチモーダルインターフェースによる操作 

 マルチモーダルインターフェースのアクセスビリティ向

上に関しては，73％の被験者が“とても有効”という評価

をしている． 

F．異なる知識やアクセスビリティを持つ読者に対して，

ニュースという新規性の高い情報に含まれる未知の専門用

語に対する理解性の向上 

 被験者の 96％が“とても役に立つ”，“まぁまぁ役に立つ”

と評価している．特に 46％が“とても役に立つ”と答えて

いる． 

6. 考察 

 5 章に示したように，マルチコンテンツ，マルチスクリ

ーン，マルチモーダルインターフェースに関する評価やシ

ステム全体に対する評価は，アンケートによる主観的評価

ではあるが高い評価結果が得られた．一方，ニュース本文

の過不足ない抽出に関しては，8 割弱程度の成功率，読者

が期待する専門用語の抽出に関しては，6 割程度の再現率

であり，改善の余地があることが分かった．以上のことか

ら，本研究のゴールである「異なる知識やアクセスビリテ

ィを持つ読者に対して，ニュースという新規性の高い情報

に含まれる未知の専門用語に対する理解性の向上を図るシ

ステム」においては，マルチコンテンツ，マルチスクリー

ン，マルチモーダルインターフェースが有効なアプローチ

であると言える．また，本文抽出の成功率向上と専門用語

の再現率向上により，より読者の満足度を高められること

ができる． 

 本研究では，単に定義した要件を満足するマルチコンテ

ンツによる「ニュースの言葉」自動生成システムを開発し

ただけではない．SOA（Service Oriented Architecture）のコ

ンセプトに従い図 2 で示した最新の Web 技術，Web サービ

スの活用が可能な拡張性と柔軟性を持つシステムアーキテ

クチャとそれに基づく実稼働可能なシステム構成を明らか

にしたことも成果である．Web 技術，Web サービスに関わ

る研究は，日進月歩であり，これらの最新の研究成果を素

早く取り込めるかどうかがシステムを永続的により良いも

のとして活用できるかどうかの鍵となる．具体的には，将

来的に本文抽出の成功率向上や専門用語抽出の再現率向上

が期待できる新たな Web サービスの利用が可能になった

場合，API 部分の修正だけでそれらに置き換えることがで

きる．また，将来，新たなサービスやコンテンツが登場し

た際，それらを追加することにより，より読者の理解性を

向上させることができる可能性がある． 

7. おわりに  

本研究では，ネット上のニュース記事に含まれる専門用

語を理解する上で有用な一般概要情報，ソーシャルビデオ

情報，ツィート情報，関連プロダクト情報と言った多面的

な関連情報（マルチコンテンツ）を「ニュースの言葉」と

して提示するシステムを開発した．本システムは，収集さ

れたマルチコンテンツをマルチスクリーン環境に，マルチ

モーダルユーザインターフェースにより表示できることが

特徴である． 

評価実験の結果，本システムの特徴であるマルチコンテ

ンツ，マルチスクリーン，マルチモーダルインターフェー

スによる「ニュースの言葉」自動生成に関して高い主観評

価が得られた．一方，ニュース本文の過不足ない抽出に関

しては，8 割弱程度の成功率，読者が期待する専門用語の

抽出に関しては，6 割程度の再現率であり改善の余地があ

ることが分かった． 

本システムは，SOA（Service Oriented Architecture）のコ

ンセプトに従い拡張性と柔軟性を持つシステムアーキテク

チャをベースとしている．この特徴を活かし，今後，本文

抽出，専門用語抽出のさらなる精度改善，新たなサービス，

コンテンツを取り込むことを目指す．これにより，異なる

知識やアクセスビリティを持つ読者に対して，ニュースと

いう新規性の高い情報に含まれる未知の専門用語に対する

さらなる理解性の向上を目指す． 
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